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 伊賀市の財政の課題について 

・合併により職員と、施設をすべて引継ぐ 

   → 人件費・物件費が大きい（定員適正    

       化計画・公共施設最適化計画） 

 ・合併による地域間格差是正のため多く   

  の事業を実施 → 起債残高が大きい 

    （プライマリーバランス：償還額＞借入額）    

 ・普通交付税 算定の特例がＨ２６年度末  

  で終了 → 予算規模縮小（施設整備費や 

        施設維持管理経費で縮小したい） 2 



普通交付税算定の特例（合併算定 

  替え）の概要 

 

約１５億
円 

伊賀市 

※合併算定替については現在約３０億円ありますが、一本算定の見直しにより差
引すると約１５億円の減少と想定しています。 
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公共施設最適化計画の位置づけ 
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県内他自治体等との比較 
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今後４０年間の公共施設更新費 

    （建替え及び大規模改修）の推計 

 

 

 

 

 

 
公共施設整備費        建替えピークを迎える平成４２（２０３０）年度から 

平均１７億円/年           平成５７（２０４５）年度までの更新費を 

                     平均５５億円/年と推計 6 
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 まとめ（伊賀市の場合） 
 ・施設の延床面積 

       県内１４市より    １．５㎡／人 多い 

       合併市町村より   １．０㎡／人 多い 
 

 ・人口  現在の人口 ９．７万人 

         Ｈ42（2030）年 ８．０万人（18％減） 

         Ｈ52（2040）年 ７．１万人（29％減）  
 

 ・建替えのピークが 

  始まるＨ４２（２０３０）年度までに延床面積 ３４％縮減 
 

  終わるＨ５７（２０４５）年度までに延床面積 ４３％縮減 8 



<目指すべき姿>  次世代に誇れる 

『持続可能な公共サービスの実現に向けて』（３Ｒ） 
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・普通交付税（Ｈ２７ ～ Ｈ３１年度）   

      毎年 ３億円ずつ、５年間で １５億円 減 

・公共施設最適化計画(34%縮減） 
     （建物の維持管理経費の節減額 １９億円／年） 

        第Ⅰ期 Ｈ２７～Ｈ３１年度 １１．２億円 減 

     第Ⅱ期 Ｈ３２～Ｈ３６年度  １．６億円 減 

     第Ⅲ期 Ｈ３７～Ｈ４１年度  ０．５億円 減 

     時期未定             ５．４億円 減 

   （施設更新費の節減額                １６億円／年） 

・複合化等により、施設（ﾊｺﾓﾉ）は縮減しますが、  

   機能（ｻｰﾋﾞｽ）は、維持できます 
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・市税、地方交付税が減ってくる。 

・施設の複合化等を推進し、維持管理費（物件費等）を 

  縮減し、本来の行政サービスを堅持する。 13 



 人件費・・・・・・・・特別職、職員の給料、手当、 

            議員報酬など 

 物件費・・・・・・・・燃料費、光熱水費、委託料 

            通信運搬費など 

 維持補修費・・・・道路、公共施設等の維持補修 

 扶助費・・・・・・・・社会保障制度の一環で行って    

            いる様々な支援に要する経費 

 補助費等・・・・・・各種団体等に対する助成金や 

            負担金など 

 普通建設事業・・道路、学校など各種社会資本 

            の新増設事業を行う経費 14 
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地方財政について（国から） 
 

   ・地域が自らの将来を見据える 

  ・地域の活性化 

  ・行財政サービスの効率化 

   ・人口減少等への対応を加速する 

  ・公共施設等の統廃合等に向けて 

     積極的に努力   

    （全国の自治体で、現在保有している公共施設 

     を維持していくことが困難に） 16 



伊賀市の対応 

・施設（ハコモノ）を減らしても、複合化等により 

  機能（サービス）は、残っている 

・施設を減らすことで節減した維持管理経費 

  分の支出を、必要な公共サービスに充てる 

  

⇒ ・持続可能な公共サービスを実現し 

    将来的な財政破綻や、子や孫世代への 

    負担の先送りを避けたい 

⇒ ・地域の皆様のご理解をお願いに 
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    ありがとうございました 
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